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ユビキチン化はタンパク質のホメオスタシスに重要な翻訳後修飾で、その特異性は E3

リガーゼによって決定される。ヒトゲノムには約６００種類の E3リガーゼがコードさ

れているが、その中でも Nedd4-2は遺伝性てんかんの原因遺伝子として報告されてお

り、神経回路活性の制御因子であることが考えられてきた。しかしながらその作用機構

は不明な点が多かった。最近、私共はNedd4-2ノックアウトマウスを使い、比較定量的

質量分析でNedd4-2の基質タンパク質を同定した。本演題では、Nedd4-2が、新たに同

定された基質タンパク質のユビキチン化を介して、いかにして神経回路の同調性を制御

するのかを生化学的、電気生理学的データを基に説明したい。 
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多数の皆様の御来聴をお願い申し上げます。 

 

【連絡先】病態代謝解析学分野 畑 裕（内線 5164） 
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